
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
薬
王
品
十
喩
の
解
釈
に
つ
い
て

高
森
大
乗

一
、
天
台
教
学
に
お
け
る
薬
王
品
十
喩
の
解
釈

法
華
経
に
は
総
別
二
喩
以
外
に
も
数
多
く
の
譬
喩
や
故
事
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
譬
喩
経
と
呼
ば

れ
る
所
以
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
薬
王
菩
薩
本
事
品
に
は
法
華
最
第
一
な
る
こ
と

を
譬
え
た
歎
法
体
の
十
喩
と
、
法
華
経
の
抜
苦
与
楽
の
利
益
を
唱
え
た
歎
法
用
の
十
二
喩
と
が
説
か
れ
て

い
る
。
前
者
は
十
種
称
揚
と
も
言
わ
れ
、
法
師
品
の
已
今
当
三
説
超
過
が
縦
に
法
華
経
の
最
尊
な
る
を
示

す
の
に
対
し
、
横
に
法
華
経
の
最
上
な
る
を
説
示
す
る
も
の
で
あ
る
（
１
）

。
具
体
的
に
は
、
諸
水
の
中
に

海
第
一
な
る
が
如
く
（
第
一
喩
・
水
喩
）、
衆
山
の
中
に
須
弥
山
第
一
な
る
が
如
く
（
第
二
喩
・
山
喩
）、

衆
星
の
中
に
月
天
子
第
一
な
る
が
如
く
（
第
三
喩
・
衆
星
喩
）
、
日
天
子
の
諸
闇
を
除
く
が
如
く
（
第
四

喩
・
日
光
喩
）
、
諸
王
の
中
に
転
輪
聖
王
第
一
な
る
が
如
く
（
第
五
喩
・
輪
王
喩
）
、
三
十
三
天
の
中
に

帝
釈
天
第
一
な
る
が
如
く
（
第
六
喩
・
帝
釈
喩
）
、
大
梵
天
王
の
一
切
衆
生
の
父
な
る
が
如
く
（
第
七
喩

・
梵
王
喩
）
、
一
切
凡
夫
の
中
に
五
仏
子
第
一
な
る
が
如
く
（
第
八
喩
・
四
果
辟
支
仏
喩
）
、
一
切
の
無

学
の
中
に
菩
薩
第
一
な
る
が
如
く
（
第
九
喩
・
菩
薩
喩
）
、
仏
の
諸
法
の
王
な
る
が
如
く
（
第
十
喩
・
仏

喩
）、
こ
の
法
華
経
も
諸
経
の
王
で
あ
る
こ
と
を
説
く
（
２
）

。

こ
の
薬
王
品
十
喩
に
つ
い
て
天
台
大
師
智
顗
は
、
別
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
玄
義
』
『
文

句
』
両
部
に
お
い
て
解
説
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。『
玄
義
』
の
十
喩
釈
の
結
び
に
、

引
諸
譬
喩
明
教
相
最
大
。
例
知
用
宗
体
名
亦
大
如
海
。
境
智
乃
至
利
益
亦
大
如
海
。
教
相
如
山
、
在

四
味
教
上
。
用
宗
体
名
境
智
利
益
亦
復
如
是
。
教
相
盈
虧
円
満
如
月
。
用
宗
体
名
境
智
利
益
亦
復
如

是
。
教
破
化
城
。
用
宗
体
名
境
智
利
益
亦
復
如
是
。
教
相
自
在
。
余
亦
如
是
。
教
相
王
中
王
。
余
亦

如
是
。（
３
）

と
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
教
相
の
比
較
に
お
い
て
十
喩
を
位
置
付
け
る
の
が
天
台
の
立
場
で
あ
り
、
五
重
玄

義
な
ら
び
に
迹
門
十
妙
が
悉
く
絶
妙
な
る
こ
と
を
も
っ
て
法
華
の
独
勝
を
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お

第
八
喩
の
「
有
能
受
持
是
経
典
者
亦
復
如
是
、
於
一
切
衆
生
中
亦
為
第
一
」（
４
）

の
文
は
、
後
に
日
蓮
聖

人
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
天
台
大
師
に
お
い
て
は
何
の
解
説
も
為
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
付
し
て
お
く
。
次
に
妙
楽
大
師
湛
然
の
『
法
華
文
句
記
』
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
に
お
け
る

十
喩
釈
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
妙
楽
は
天
台
の
語
句
の
解
説
に
始
終
し
て
お
り
、
し
か
も
十
喩
全
体
を
扱

っ
て
は
い
な
い
の
で
こ
こ
で
の
考
察
は
省
略
す
る
こ
と
と
し
た
。

薬
王
品
十
喩
を
論
ず
る
上
で
看
過
で
き
な
い
の
が
、
伝
教
大
師
最
澄
『
法
華
秀
句
』
所
説
の
「
仏
説
十

喩
校
量
勝
」（
５
）

で
あ
る
。
伝
教
は
経
文
と
『
玄
義
』
の
釈
を
対
照
し
て
引
用
さ
れ
、
別
表
に
示
し
た
ご

と
く
、
十
喩
各
々
に
つ
い
て
爾
前
・
法
華
の
勝
劣
お
よ
び
他
宗
と
天
台
法
華
宗
の
勝
劣
に
関
す
る
見
解
を

示
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
、
第
八
喩
に
関
し
て
は
、
天
台
・
妙
楽
が
釈
さ
れ
な
か
っ
た
持
経
者
第
一
の
義
を

前
面
に
押
し
立
て
て
、
法
華
宗
の
優
勝
性
を
明
か
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
よ
う
に
天
台
・
伝
教
の
十
喩
釈
を
概
観
し
て
み
る
と
、
両
者
の
相
違
は
、
天
台
が
十
喩
を
通
じ
て

法
華
経
の
爾
前
経
に
対
す
る
超
勝
を
説
い
た
の
に
対
し
、
伝
教
は
法
華
宗
の
他
宗
に
対
す
る
優
位
性
を
唱

え
た
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
天
台
の
解
釈
は
所
依
の
「
経
」
そ
の
も
の
の
勝
劣
判
に
立
脚
し
、

伝
教
の
解
釈
は
経
を
弘
め
る
能
依
の
「
宗
」
の
勝
劣
判
に
立
脚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
台
と

伝
教
で
は
破
折
の
対
象
と
目
的
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
と
推
察
で
き
る
。
す
な
わ
ち
天
台
の
破
折
の
対
象

が
南
三
北
七
や
法
雲
ら
涅
槃
学
派
・
成
実
学
派
・
華
厳
学
派
の
提
唱
す
る
教
判
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ



の
目
的
が
法
華
経
を
仏
教
哲
理
の
究
竟
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
伝
教
の
破
折
の
対
象

は
徳
一
に
代
表
さ
れ
る
既
存
の
南
都
六
宗
の
宗
（
衆
）
の
存
在
そ
れ
自
体
で
あ
り
、
破
折
の
目
的
が
他
宗

を
凌
駕
す
る
天
台
法
華
宗
の
、
国
家
に
よ
る
公
認
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
南
都

僧
綱
か
ら
独
立
し
た
大
乗
菩
薩
戒
壇
の
建
立
も
、
国
家
権
力
に
迎
合
し
僧
綱
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
南
都

六
宗
の
非
主
体
性
に
対
す
る
反
発
か
ら
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
受
け
取
る
と
こ
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
一
宗
の
独
立
と
公
認
と
い
う
大
目
的
が
、
薬
王
品
十
喩
釈
に
み
ら
れ
る
伝
教
の
諸
宗
破
折
の
姿
勢
に

影
響
を
与
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
伝
教
大
師
に
お
い
て
第
八
喩
の
持
経
者
第
一
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
の

も
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
伝
教
の
立
場
は
後
述
す
る
日
蓮
聖
人
の
立
場
に
近

い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
基
本
的
に
は
天
台
・
伝
教
と
も
「
法
華
経
最
為
第
一
」
と
い
う
薬
王
品
所
説
の

元
意
に
忠
実
に
釈
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
第
八
喩
の
持
経
者
第
一
に
関
す
る
解
説
の
有
無
を
除
け
ば

大
差
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
一
文
は
、
日
蓮
聖
人
に
お
い
て
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、

や
が
て
教
義
上
画
期
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
次
に
述
べ
て
み
た

い
。

註

（
１
）
河
村
孝
照
『
法
華
経
概
説
』
（
国
書
刊
行
会
）
二
〇
七
頁
。
高
橋
智
遍
『
法
華
経
概
説
』
（
獅
子

王
学
会
）
二
七
九
頁
参
照
。
な
お
、
「
十
喩
」
の
名
数
は
、
妙
楽
の
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
（
『
正
蔵
』

三
三
巻
八
二
七
頁
ｂ
）
と
慧
沼
の
『
法
華
玄
賛
義
決
』
（
『
正
蔵
』
三
四
巻
八
五
八
頁
ｃ
）
に
確
認

さ
れ
る
の
み
で
、
管
見
の
限
り
『
文
句
』『
玄
義
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
天
台
に
お
い
て
は
「
十
譬
」

と
命
名
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
れ
は
『
玄
義
』
（
『
正
蔵
』
三
三
巻
六
八
四
頁
ｂ
）
に
確
認
さ
れ

る
。
ま
た
吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』
（
『
正
蔵
』
三
四
巻
六
二
一
頁
ｂ
）
に
も
「
十
譬
」
の
名
数
が
あ

る
。

（
２
）
『
開
結
』
五
二
二
～
五
二
四
頁
。
な
お
日
蓮
聖
人
は
『
秀
句
十
勝
鈔
』
に
お
い
て
「
海
山
月
日
梵

王
仏
全
喩
。
輪
王
帝
釈
五
仏
子
菩
薩
分
喩
」
（
『
定
遺
』
二
三
六
八
頁
）
と
説
か
れ
、
第
一
・
二
・

三
・
四
・
七
・
十
喩
は
比
較
対
象
の
領
域
が
広
い
「
全
喩
」
、
第
五
・
六
・
八
・
九
喩
は
比
較
対
象

の
領
域
が
狭
い
「
分
喩
」
と
定
め
ら
れ
る
。

（
３
）『
正
蔵
』
三
三
巻
六
八
四
頁
ｃ

（
４
）『
開
結
』
五
二
四
頁

（
５
）『
伝
教
大
師
全
集
』
第
三
巻
、
一
四
～
一
八
頁

二
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
薬
王
品
十
喩
の
解
釈

（
一
）
経
の
勝
劣
判
に
観
る
薬
王
品
十
喩
の
用
法

薬
王
品
十
喩
の
主
題
が
、
爾
前
法
華
の
勝
劣
を
決
す
る
に
あ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
聖
人
も

当
然
こ
の
意
義
に
着
目
さ
れ
、
遺
文
中
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
但
し
十
喩
全
体
を
引
用
さ
れ
た
例

は
、
弘
安
元
年
の
『
秀
句
十
勝
鈔
』（
１
）

に
伝
教
の
『
法
華
秀
句
』
下
の
「
仏
説
十
喩
校
量
勝
」
の
文
を

引
か
れ
た
部
分
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
多
く
の
場
合
は
二
、
三
の
喩
を
挙
げ
て
他
を
省
略
す
る
か
た
ち
を

取
る
。
省
略
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
十
喩
そ
の
も
の
が
譬
え
る
法
華
最
勝
の
譬
意
は
損
な
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

ま
ず
正
元
元
年
の
『
守
護
国
家
論
』
で
は
十
喩
中
の
第
一
喩
を
抜
粋
し
て
、

仏
挙
十
喩
。
其
第
一
喩
以
川
流
江
河
譬
四
十
余
年
諸
経
、
以
法
華
経
譬
大
海
。
末
代
濁
悪
無
慚
無
愧



大
旱
魃
之
時
、
四
味
川
流
江
河
雖
竭
、
法
華
経
大
海
不
減
少
等
説
了
、
次
下
正
説
云
、
我
滅
度
後
後

五
百
歳
中
広
宣
流
布
於
閻
浮
提
無
令
断
絶
定
了
。（
２
）

と
叙
述
さ
れ
る
。
諸
水
の
中
で
大
海
第
一
な
る
理
由
を
旱
魃
（
末
法
）
に
お
い
て
も
不
滅
で
あ
る
こ
と
に

な
ぞ
ら
え
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
法
華
経
の
末
法
為
正
の
証
文
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
文
永
二
年
の
『
薬
王
品
得
意
抄
』
に
は
、
第
一
喩
か
ら
第
四
喩
ま
で
を
引
用
し
て
法
華
経
の
超
勝

な
る
こ
と
を
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
喩
の
諸
水
と
大
海
に
つ
い
て
は
、

此
品
有
十
喩
。
第
一
大
海
譬
。
先
第
一
譬
粗
可
申
。
此
南
閻
浮
提
ニ
二
千
五
百
河
。
西
倶
耶
尼
五
千

河
。
総
此
四
天
下
二
万
五
千
九
百
河
。
或
四
十
里
・
乃
至
百
里
・
一
里
・
一
町
・
一
尋
等
有
也
。
雖

然
此
諸
河
総
深
浅
事
不
及
大
海
。
法
華
已
前
之
華
厳
経
・
阿
含
経
・
方
等
経
・
般
若
経
・
深
密
経
・

阿
弥
陀
経
・
涅
槃
経
・
大
日
経
・
金
剛
頂
経
・
蘇
悉
地
経
・
密
厳
経
等
、釈
迦
如
来
所
説
之
一
切
経
、

大
日
如
来
所
説
之
一
切
経
、
阿
弥
陀
如
来
所
説
之
一
切
経
、
薬
師
如
来
所
説
之
一
切
経
、
過
去
現
在

未
来
三
世
諸
仏
所
説
之
一
切
経
之
中
法
華
経
第
一
也
。
譬
如
諸
経
大
河
・
中
河
・
小
河
等
。
法
華
経

如
大
海
等
説
也
。（
３
）

と
説
か
れ
、
更
に
「
勝
河
大
海
有
十
徳
」
と
大
海
の
十
徳
を
も
っ
て
説
明
を
加
え
ら
れ
て
（
４
）

、
法
華
の

経
力
・
力
用
が
爾
前
諸
経
を
凌
駕
す
る
旨
を
明
か
さ
れ
て
い
る
。

次
に
第
二
喩
の
衆
山
と
須
弥
に
つ
い
て
は
、

第
二
譬
山
。
十
宝
山
等
者
山
中
須
弥
山
第
一
也
。
十
宝
山
者
一
雪
山
・
二
香
山
・
三
軻
梨
羅
山
・
四

仙
聖
山
・
五
由
乾
陀
山
・
六
馬
耳
山
・
七
尼
民
陀
羅
山
・
八
斫
伽
羅
山
・
九
宿
慧
山
・
十
須
弥
山

也
。
先
九
山
者
諸
経
諸
山
如
。
但
一
一
財
。
須
弥
山
衆
財
具
勝
其
財
。
例
如
世
間
金
不
及
閻
浮
提
金
。

華
厳
経
法
界
唯
心
・
般
若
十
八
空
・
大
日
経
五
相
成
身
・
観
経
往
生
、
法
華
経
即
身
成
仏
勝
也
。
須

弥
山
金
色
也
。
一
切
牛
馬
人
天
衆
鳥
等
此
山
依
必
失
本
色
金
色
也
。
余
山
不
爾
。
一
切
諸
経
法
華
経

依
失
本
色
。
例
如
黒
色
物
値
日
月
光
失
色
。
諸
経
往
生
成
仏
等
之
色
値
法
華
経
必
無
其
義
也
。(

５
）

と
、
須
弥
山
を
閻
浮
提
金
に
比
せ
ら
れ
て
、
衆
生
の
失
本
色
を
も
っ
て
一
切
衆
生
悉
皆
成
仏
の
譬
説

と
さ
れ
、
一
切
経
の
失
本
色
を
も
っ
て
三
乗
方
便
一
乗
真
実
の
譬
説
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ

て
法
華
の
即
身
成
仏
の
優
勝
性
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。

更
に
第
三
喩
の
星
と
月
の
喩
に
関
し
て
は
、
ま
ず
こ
れ
を
や
は
り
法
華
最
第
一
の
文
証
と
し
て
挙
げ
、

第
三
譬
月
。
衆
星
ハ
或
半
里
・
或
一
里
・
或
八
里
・
或
十
六
里
不
過
。
月
八
百
余
里
也
。
衆
星
雖
有

光
不
及
月
。
設
百
千
万
億
乃
至
一
四
天
下
三
千
大
千
十
方
世
界
衆
星
集
之
、
不
及
一
月
光
。
何
況
一

星
可
及
月
光
乎
。
華
厳
経
・
阿
含
経
・
方
等
・
般
若
・
涅
槃
経
・
大
日
経
・
観
経
等
一
切
経
集
之
、

法
華
経
不
及
一
字
。
一
切
衆
生
心
中
見
思
・
塵
沙
・
無
明
三
惑
竝
十
悪
五
逆
等
業
暗
夜
ご
と
し
。
華

厳
経
等
の
一
切
経
闇
夜
星
ご
と
し
。
法
華
経
闇
夜
月
ご
と
し
。
法
華
経
信
深
不
信
者
、
半
月
如
照
闇

夜
。
深
信
者
満
月
如
照
暗
夜
。
無
月
但
有
星
夜
強
力
ノ
者
・
カ
タ
マ
シ
キ
者
ナ
ム
ト
ハ
行
歩
ス
ト
イ

ヘ
ト
モ
、
老
骨
ノ
者
・
女
人
ナ
ム
ト
ハ
行
歩
に
不
叶
。（
６
）

と
述
べ
ら
れ
て
、
「
闇
夜
」
を
三
惑
十
悪
五
逆
、
「
星
」
を
爾
前
経
、
「
月
」
を
法
華
経
、
「
強
力
ノ
者
」

を
正
像
の
行
者
、
「
老
骨
ノ
者
」
を
末
法
の
衆
生
に
譬
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
満
月
の
夜
に
は
老
人
・
女
人

で
す
ら
も
自
在
に
夜
道
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
法
華
経
は
二
乗
・
悪
人
・
女
人
の
成
仏
を
説
い

て
、
末
法
の
す
べ
て
の
衆
生
を
救
済
す
る
力
用
の
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
続
け
て
、

又
月
よ
い
よ
り
も
暁
ハ
光
ま
さ
り
、
春
夏
よ
り
も
秋
冬
ハ
光
ア
リ
。
法
華
経
正
像
二
千
年
よ
り
も
末

法
殊
可
有
利
生
。
（
中
略
）
次
下
文
云
、
我
滅
度
後
後
五
百
歳
中
広
宣
流
布
於
閻
浮
提
無
令
断
絶
等

云
云
。
此
経
文
二
千
年
後
南
閻
浮
提
広
宣
流
布
す
べ
し
と
と
か
れ
て
候
は
第
三
月
譬
の
意
也
。
此
意



根
本
伝
教
大
師
釈
云
、
正
像
稍
過
已
末
法
太
有
近
。
法
華
一
乗
機
今
正
是
其
時
等
云
云
。
正
法
千
年

像
法
千
年
法
華
経
利
益
諸
経
可
勝
之
。
雖
然
月
光
自
春
夏
正
像
二
千
年
至
末
法
秋
冬
如
勝
光
。（
７
）

と
、
こ
こ
で
は
四
季
の
月
光
を
正
像
末
に
配
し
、
秋
冬
（
末
法
）
の
月
（
法
華
経
）
を
も
っ
て
後
五
広
布

の
意
に
解
さ
れ
、
法
華
経
の
末
法
為
正
を
主
張
さ
れ
る
。
諸
経
の
王
た
る
法
華
経
の
末
法
流
布
の
必
然
性

を
断
言
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
聖
人
は
単
に
法
華
最
勝
の
譬
意
だ
け
で
薬
王
品
十
喩
を

引
用
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
『
守
護
国
家
論
』
の
第
一
喩
釈
で
も
見
た
よ
う
に
、
十
喩
の
主
旨
で
あ
る

法
華
最
勝
の
義
を
通
じ
て
、末
法
に
弘
ま
る
べ
き
法
が
何
で
あ
る
か
を
繰
り
返
し
重
説
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
第
四
喩
の
日
と
月
の
喩
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
薬
王
品
得
意
抄
』
に
、

第
四
譬
日
譬
。
星
ノ
中
ニ
月
ノ
出
タ
ル
ハ
星
ノ
光
ニ
ハ
勝
月
光
、
未
消
星
光
。
日
中
非
消
星
光
又
月

光
モ
奪
テ
失
光
。
爾
前
如
星
法
華
経
迹
門
如
月
寿
量
品
如
日
。
寿
量
品
時
迹
門
月
未
及
。
何
況
爾
前

星
。
夜
星
時
月
時
衆
務
不
作
。
夜
暁
必
作
衆
務
。
爾
前
・
迹
門
猶
生
死
難
離
。
至
本
門
寿
量
品
必
可

離
生
死
。（
８
）

と
、
三
光
を
も
っ
て
前
迹
本
の
勝
劣
の
次
第
を
明
か
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
星
」
を
爾
前
経
、「
月
」

を
法
華
迹
門
、
「
日
」
を
法
華
本
門
に
譬
え
、
権
実
相
対
・
本
迹
相
対
を
判
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
作
務

の
義
は
行
者
の
断
惑
証
理
に
約
す
も
の
で
、
昔
迹
本
に
お
け
る
分
段
・
変
易
生
死
の
離
不
離
を
も
っ
て
法

華
の
超
勝
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
（
９
）

。
こ
の
よ
う
に
、
聖
人
は
薬
王
品
十
喩
を
引
用
し
て
法
華
の
超
勝

性
を
唱
え
る
と
同
時
に
、
十
界
皆
成
・
即
身
成
仏
・
生
死
離
脱
等
の
各
面
か
ら
そ
の
正
当
性
を
裏
付
け
ら

れ
、
更
に
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
法
華
経
の
末
法
流
布
の
必
然
性
を
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
文
永
三
年
の
『
法
華
題
目
鈔
』
に
は
、

過
去
の
七
仏
千
仏
・
遠
遠
刧
の
諸
仏
の
所
説
、
現
在
十
方
の
諸
仏
の
諸
経
も
皆
法
華
経
の
経
の
一
字
の
眷

属
也
。
さ
れ
ば
薬
王
品
に
仏
宿
王
華
菩
薩
に
対
し
て
云
、
譬
如
一
切
川
流
江
河
諸
水
之
中
海
為
第
一
、
衆

山
之
中
須
弥
山
為
第
一
、
衆
星
之
中
月
天
子
最
為
第
一
等
云
云
。
妙
楽
大
師
釈
云
已
今
当
説
最
為
第
一
等

云
云
。
此
経
の
一
字
の
中
に
十
方
法
界
の
一
切
経
を
納
た
り
。（10

）

と
、
第
一
・
第
二
・
第
三
喩
を
引
い
て
こ
れ
に
三
説
超
過
の
説
を
加
え
ら
れ
、
一
切
経
は
法
華
経
の
「
経
」

の
一
字
の
眷
属
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
説
超
過
と
十
喩
称
揚
の
関
係
は
以
前
に
述
べ
た
通
り
で

あ
り
、
日
蓮
聖
人
も
そ
の
義
で
両
者
を
併
せ
て
引
か
れ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら

の
事
実
か
ら
、
法
華
最
第
一
と
は
取
り
も
直
さ
ず
法
華
経
が
諸
経
を
摂
取
・
包
含
・
具
足
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
は
天
台
や
伝
教
の
解
釈
と
同
様
、
薬
王
品
の
十
喩
を
法
華
最
勝
の
証
文
と

さ
れ
、
時
に
は
末
法
為
正
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
佐
前
の
遺
文
に
限
っ

て
の
考
察
で
あ
っ
た
が
、
佐
後
の
遺
文
に
も
同
様
の
義
は
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
お
り
（11

）

、
こ
の
こ
と
は

法
華
最
勝
の
十
喩
釈
が
聖
人
の
御
生
涯
全
体
を
通
じ
て
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で

あ
る
。

（
二
）
人
の
勝
劣
判
に
観
る
薬
王
品
十
喩
の
用
法

さ
て
、
聖
人
は
法
の
勝
劣
を
論
ず
る
場
合
に
薬
王
品
の
十
喩
を
引
用
さ
れ
る
一
方
で
、
人
す
な
わ
ち
行

者
の
勝
劣
を
比
較
さ
れ
る
場
合
に
も
し
ば
し
ば
こ
れ
を
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
第
八
喩
所

説
の
「
有
能
受
持
是
経
典
者
亦
復
如
是
於
一
切
衆
生
中
亦
為
第
一
」
の
経
文
に
根
拠
を
得
た
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
見
解
は
、
佐
渡
流
罪
を
経
て
法
華
経
行
者
と
し
て
の
自
覚
が
高
ま
っ
た
時
期
を
契
機
に
遺
文
中
に
活

か
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
初
見
は
、
文
永
九
年
の
『
真
言
諸
宗
違
目
』
に
確
か
め
ら
れ
る
。



法
華
経
云
又
如
大
梵
天
王
一
切
衆
生
之
父
。
又
云
此
経
○
諸
経
中
最
為
第
一
。
有
能
受
持
是
経
典
者

亦
復
如
是
。
於
一
切
衆
生
中
亦
為
第
一
等
云
云
。
（
中
略
）
星
中
勝
月
星
月
之
中
勝
日
輪
。
小
国
大

臣
下
大
国
無
官
傍
例
也
。
外
道
得
五
通
仏
弟
子
小
乗
三
賢
者
未
得
一
通
天
地
猶
勝
。
法
華
経
之
外
諸

経
大
菩
薩
下
法
華
名
字
即
凡
夫
。
何
汝
始
驚
之
乎
。
依
教
定
人
勝
劣
。
先
不
知
経
勝
劣
何
論
人
高
下

乎
。（12

）

こ
こ
で
は
、
第
七
喩
の
梵
天
の
譬
え
、
第
八
喩
の
持
経
者
第
一
の
文
、
第
三
喩
の
月
の
譬
え
、
第
四
喩
の

日
の
譬
え
を
順
に
挙
げ
て
、
諸
経
の
菩
薩
は
法
華
の
名
字
即
の
凡
夫
に
も
劣
る
と
叙
述
さ
れ
、
経
の
勝
劣

を
知
れ
ば
こ
そ
人
の
勝
劣
も
定
ま
る
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
略
引
さ
れ
る
薬
王
十
喩
は
第
八
喩

を
取
意
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
文
永
一
二
年
の
『
大
田
殿
許
御
書
』
で
は

法
華
経
第
七
云
有
能
受
持
是
経
典
者
亦
復
如
是
。
於
一
切
衆
生
中
亦
為
第
一
等
云
云
。
此
経
薬
王
品

挙
十
喩
超
過
已
今
当
一
切
経
云
云
。
第
八
譬
兼
有
上
文
。
所
詮
如
仏
意
者
非
詮
経
之
勝
劣
。
法
華
経

行
者
勝
一
切
之
諸
人
之
由
説
之
。
大
日
経
等
行
者
諸
山
・
衆
星
・
江
河
・
諸
民
也
。
法
華
経
行
者
須

弥
山
・
日
月
・
大
海
等
也
。（13

）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
第
八
譬
兼
有
上
文
」
と
あ
る
が
ご
と
く
法
華
行
者
を
称
歎
し
た
第
八
喩

が
他
の
九
喩
に
も
一
々
あ
る
べ
き
旨
を
明
言
さ
れ
て
い
る
。
更
に
同
年
の
『
四
条
金
吾
殿
女
房
御
返
事
』

に
お
い
て
も
、

十
喩
は
一
切
経
と
法
華
経
と
の
勝
劣
を
説
せ
給
と
見
え
た
れ
ど
も
、
仏
の
御
心
は
さ
に
は
候
は
ず
。

一
切
経
の
行
者
と
法
華
経
の
行
者
と
を
な
ら
べ
て
、
法
華
経
の
行
者
は
日
月
等
の
ご
と
し
、
諸
経
の

行
者
は
衆
星
灯
炬
の
ご
と
し
と
申
事
を
、
詮
と
思
め
さ
れ
て
候
。
な
に
を
も
ん
て
こ
れ
を
し
る
と
な

ら
ば
、
第
八
の
譬
へ
の
下
に
一
の
最
大
事
の
文
あ
り
。
所
謂
此
経
文
云
、
有
能
受
持
是
経
典
者
亦
復

如
是
。
於
一
切
衆
生
中
亦
為
第
一
等
云
云
。
此
二
十
二
字
は
一
経
第
一
の
肝
心
な
り
。
一
切
衆
生
の

目
也
。
文
の
心
は
法
華
経
の
行
者
は
日
月
・
大
梵
王
・
仏
の
ご
と
し
、
大
日
経
の
行
者
は
衆
星
・
江

河
・
凡
夫
の
ご
と
し
と
と
か
れ
て
候
経
文
也
。（14

）

と
断
言
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
第
八
喩
の
み
な
ら
ず
、
十
喩
全
体
が
教
経
勝
劣
の
意
か
ら
行
者
勝
劣
の

意
へ
と
そ
の
意
義
を
転
換
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

同
様
の
解
釈
は
、
建
治
元
年
の
『
撰
時
抄
』
に
も
見
ら
れ
る
（15

）

。
そ
こ
で
は
や
は
り
「
有
能
受
持
是

経
典
者
亦
復
如
是
。
於
一
切
衆
生
中
亦
為
第
一
」
の
文
を
引
か
れ
た
後
で
、
華
厳
経
の
行
者
た
る
普
賢
・

解
脱
月
・
龍
樹
・
馬
鳴
・
法
蔵
等
、
解
深
密
経
・
般
若
経
の
行
者
た
る
須
菩
提
・
嘉
祥
・
玄
奘
等
、
真
言

宗
大
日
経
の
行
者
た
る
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
等
、
涅
槃
経
の
行
者
た
る
迦
葉
・
法
雲
・
南
三
北
七
の

十
師
等
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
の
ど
の
諸
師
よ
り
も
、

末
代
悪
世
の
凡
夫
の
一
戒
も
持
た
ず
、
一
闡
提
の
ご
と
く
に
人
に
は
思
た
れ
ど
も
、
経
文
の
ご
と
く

已
今
当
に
す
ぐ
れ
て
法
華
経
よ
り
外
は
仏
に
な
る
道
な
し
と
強
盛
に
信
じ
て
、
而
も
一
分
の
解
な
か

ら
ん
人
々
は
、
彼
等
の
大
聖
に
は
百
千
億
倍
の
ま
さ
り
な
り
と
申
経
文
な
り
。
（
中
略
）
さ
れ
ば
今

法
華
経
の
行
者
は
心
う
べ
し
。
譬
如
一
切
川
流
江
河
諸
水
之
中
海
為
第
一
持
法
華
経
者
亦
復
如
是
。

又
如
衆
星
之
中
月
天
子
最
為
第
一
持
法
華
経
者
亦
復
如
是
等
と
御
心
え
あ
る
べ
し
。
当
世
日
本
国
の

智
人
等
は
衆
星
の
ご
と
し
、
日
蓮
は
満
月
の
ご
と
し
。（16

）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
四
〇
名
近
い
菩
薩
大
聖
を
列
挙
し
て
、
但
信
無
解
の
法
華
経
の
行
者
は
彼
ら
の
百
千

億
倍
も
勝
れ
た
り
と
断
ぜ
ら
れ
る
文
句
は
圧
巻
で
あ
る
。
「
一
戒
も
持
た
ず
、
一
闡
提
の
ご
と
く
」
（
無

戒
・
無
信
）
か
つ
「
一
分
の
解
な
か
ら
ん
」
（
無
解
）
の
末
代
悪
世
凡
夫
を
逆
縁
謗
法
無
智
の
悪
人
と
定



め
、
そ
の
よ
う
な
中
で
法
華
経
を
「
強
盛
に
信
じ
」
る
こ
と
の
で
き
る
有
信
無
解
、
信
力
故
受
念
力
故
持

の
分
際
は
、
ま
さ
に
諸
水
の
中
の
大
海
、
衆
星
の
中
の
月
天
子
で
あ
る
と
断
言
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（17

）

。

ま
た
、
経
文
に
は
「
如
諸
水
之
中
海
為
第
一
此
法
華
経
者
亦
復
如
是
」（18

）

「
如
衆
星
之
中
月
天
子
最
為
第

一
此
法
華
経
者
亦
復
如
是
」（19

）

と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
此
」
の
一
字
を
意
図
的
に
「
持
」
に
置
き
換
え
て
、

こ
れ
ら
の
譬
喩
が
法
華
経
の
持
経
者
に
つ
い
て
の
勝
劣
判
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

こ
れ
も
ま
た
、
『
四
条
金
吾
殿
女
房
御
返
事
』
に
「
一
の
最
大
事
の
文
」
「
一
経
第
一
の
肝
心
」
「
一
切
衆

生
の
目
」
と
定
め
ら
れ
た
第
八
喩
中
の
二
十
二
字
が
、
薬
王
品
十
喩
の
す
べ
て
に
共
通
の
理
念
と
し
て
解

釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
し
と
言
え
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
建
治
二
年
の
『
松
野
殿
御
消
息
』
に
は
、

法
華
経
薬
王
品
云
、
有
能
受
持
是
経
典
者
亦
復
如
是
於
一
切
衆
生
中
亦
為
第
一
等
云
云
。
文
の
意
は

法
華
経
を
持
つ
人
は
男
な
ら
ば
何
な
る
田
夫
に
て
も
候
へ
、
三
界
の
主
た
る
大
梵
天
王
・
釈
提
桓
因

・
四
大
天
王
・
転
輪
聖
王
・
乃
至
漢
土
日
本
の
国
主
等
に
も
勝
れ
た
り
。
何
況
や
日
本
国
の
大
臣
・

公
卿
・
源
平
の
侍
・
百
姓
等
に
勝
た
る
事
申
に
及
ば
ず
。
女
人
な
ら
ば
嬌
尸
迦
女
・
吉
祥
天
女
・
漢

の
李
夫
人
・
楊
貴
妃
等
の
無
量
無
辺
の
一
切
の
女
人
に
勝
れ
た
り
と
説
れ
て
候
。（20

）

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
建
治
二
年
の
『
報
恩
抄
』
に
も
、

法
華
経
の
第
七
云
、
有
能
受
持
是
経
典
者
亦
復
如
是
。
於
一
切
衆
生
中
亦
為
第
一
等
云
云
。
此
経
文

の
ご
と
く
な
ら
ば
、
法
華
経
の
行
者
は
川
流
江
河
の
中
の
大
海
、
衆
山
の
中
の
須
弥
山
、
衆
星
の
中

の
月
天
、
衆
明
の
中
の
大
日
天
、
転
輪
王
・
帝
釈
・
諸
王
の
中
の
大
梵
王
な
り
。（21

）

と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
十
喩
を
行
者
の
勝
劣
判
の
文
証
と
し
て
引
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
佐
後
に
お
け

る
十
喩
引
用
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（22

）

。
そ
も
そ
も
譬
喩
は
随
他
意
的
な
方
便
の
説
で
あ
り
、
機

に
よ
り
時
に
よ
り
応
変
す
る
性
質
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
聖
人
の
内
証
が
佐
渡
流
罪
を
機
に

深
化
す
れ
ば
、
当
然
そ
の
用
法
も
一
変
し
て
然
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
譬
喩
に
限
ら
ず
、
経
文
や
説
話
の

引
用
の
姿
勢
に
も
こ
の
特
徴
は
確
認
で
き
、
日
蓮
聖
人
が
い
か
に
柔
軟
に
仏
説
や
教
理
に
対
す
る
理
解
を

も
た
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
に
お
い
て
は
薬
王
品
の
十
喩
を
人
と
法
の
勝
劣
と
い
っ
た
二
面
性
で
活
用

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
十
喩
の
経
中
の
元
意
が
爾
前
法
華
の
勝
劣
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
経

が
最
勝
で
あ
れ
ば
第
八
喩
所
説
の
如
く
必
然
的
に
経
の
行
者
も
最
勝
で
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
は
聖

人
の
用
例
は
経
文
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
聖
人
が
主
に
法
華
経
の
本
文

の
み
を
引
か
れ
て
お
り
、
『
玄
義
』
『
文
句
』
『
秀
句
』
等
の
十
喩
釈
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
重

要
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
十
喩
引
用
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と
、
薬

王
十
喩
は
経
典
所
説
の
法
華
最
勝
の
元
意
に
則
っ
て
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
師

の
解
釈
に
基
づ
か
ず
に
法
華
経
の
こ
こ
ろ
を
素
直
に
受
け
と
め
よ
う
と
さ
れ
た
聖
意
の
現
れ
と
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
天
台
・
伝
教
ら
の
釈
義
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
末
法
の
今
と
い
う
時
代
に
立
っ

て
こ
れ
ら
を
再
び
咀
嚼
し
な
お
し
、
自
ら
の
内
証
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
、
法
華
経
に
説
か
れ
る
釈
尊
の
御

心
を
読
ま
れ
た
も
の
と
拝
受
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
佐
後
に
お
い
て
は
、
聖
人
の
行
者
意
識
の
高
揚

と
も
関
連
し
て
か
、
第
八
喩
の
二
十
二
字
を
も
っ
て
行
者
最
勝
の
証
文
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
度
重

な
る
法
難
を
経
て
、
聖
人
は
十
喩
を
経
の
浅
深
で
は
な
く
人
の
高
下
を
判
釈
す
る
物
差
し
と
し
て
捉
え
直

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
華
最
勝
な
る
が
故
に
末
法
名
字
即
凡
夫
の
行
者
が
最
勝
で
あ
り
、
そ
の
行
者
の
出



現
と
受
難
色
読
に
よ
っ
て
再
度
法
華
最
勝
が
立
証
さ
れ
る
と
い
う
構
図
の
な
か
で
薬
王
品
十
喩
が
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
佐
前
に
お
い
て
は
教
弥
実
位
弥
下
な
る
が
故
に
末
法
為
正
た
る
こ
と
を
表

顕
し
た
薬
王
品
十
喩
が
、
佐
渡
流
罪
を
経
て
教
弥
実
位
弥
下
な
る
が
故
に
行
者
最
勝
で
あ
る
と
い
う
理
念

に
集
約
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
に
明
か
さ
れ
る
救
済
の
世
界
を
こ
の
末
法
に
具
現
す

る
導
師
が
誰
で
あ
る
か
を
披
瀝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
同
じ
く
法
華
の
超
勝
を
唱
え
て
い
る
高
原
鑿
水
喩
・
薬
王
十
二
喩
・
優
曇
華
喩
・
盲
亀
浮
木
喩

に
も
言
え
る
こ
と
で
、
わ
け
て
も
優
曇
華
喩
・
盲
亀
浮
木
喩
が
薬
王
十
喩
と
同
様
、
佐
渡
流
罪
を
機
に
経

の
勝
劣
判
か
ら
行
者
の
勝
劣
判
へ
と
転
換
し
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
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扶
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弥
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妙
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後
を
絶
待
妙
と
解
し
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い
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。

（
６
）
『
定
遺
』
三
三
九
頁
。
星
月
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里
数
に
つ
い
て
は
『
録
内
拾
遺
』
七
―
二
八
（
『
日
全
』
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七
四
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）
、
『
録
内
啓
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』
下
三
四
―
三
八
（
『
日
全
』
七
三
五
～
七
三
六
頁
）
、
『
録
内
扶
老
』
一
三
―
三

一
（
『
日
全
』
七
三
七
頁
）
に
詳
し
い
。

（
７
）
『
定
遺
』
三
四
〇
頁
。
な
お
『
録
内
拾
遺
』
七
―
三
〇
（
『
日
全
』
三
七
五
頁
）
、
『
録
内
扶
老
』

一
三
―
三
一
（
『
日
全
』
七
三
八
頁
）
に
は
、
秋
月
・
冬
月
等
に
ま
つ
わ
る
和
歌
を
引
い
て
い
る
。

（
８
）『
定
遺
』
三
四
〇
頁

（
９
）『
録
内
啓
蒙
』
下
三
四
―
四
〇
（
『
日
全
』
七
三
七
頁
）
参
照
。

（10

）『
定
遺
』
三
九
六
頁

（11

）
『
兄
弟
鈔
』
（
『
定
遺
』
九
一
八
頁
）
、
『
立
正
安
国
論
（
広
本
）
』
（
『
定
遺
』
一
四
六
七
～
八
頁
）
、

『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
五
四
〇
頁
）
、
『
日
眼
女
釈
迦
仏
供
養
事
』
（
『
定
遺
』
一
六

二
五
頁
）
、
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
八
一
〇
頁
）
、
『
南
条
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』

一
八
二
〇
頁
）

（12

）
『
定
遺
』
六
四
〇
頁
。
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
一
七
巻
（
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
）
で
は
「
小

国
大
臣
」
等
の
文
は
『
玄
義
』
の
「
譬
如
小
国
大
臣
来
朝
大
国
失
本
位
。
雖
預
行
伍
、
限
外
空
官
。

限
外
空
官
若
大
国
小
臣
心
膂
憑
寄
、
爵
未
高
他
所
敬
貴
」（
『
正
蔵
』
三
三
巻
七
三
九
頁
ｂ
）
や
『
釈

籤
』
の
「
云
小
国
大
臣
等
前
三
教
名
為
小
国
。（
中
略
）
並
失
羅
漢
及
地
住
等
次
位
之
名
名
失
本
位
。

（
中
略
）
若
円
大
国
凡
夫
小
臣
名
名
字
仏
。
故
曰
憑
寄
」
（
『
正
蔵
』
三
三
巻
八
九
五
頁
ａ
）
の
文

意
に
よ
っ
て
『
法
華
秀
句
』
の
意
を
敷
衍
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

（13

）『
定
遺
』
八
五
四
頁



（14

）『
定
遺
』
八
五
五
～
八
五
六
頁

（15
）『
定
遺
』
一
〇
五
六
～
一
〇
五
八
頁

（16
）『
定
遺
』
一
〇
五
七
～
一
〇
五
八
頁

（17

）
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
四
巻
（
五
一
八
頁
）
、
『
録
内
啓
蒙
』
上
一
二
―
七
〇
（
『
日
全
』
五

七
九
頁
）
参
照
。

（18

）『
開
結
』
五
二
二
頁

（19

）『
開
結
』
五
二
三
頁

（20

）『
定
遺
』
一
一
三
九
頁

（21

）『
定
遺
』
一
二
一
八
頁

（22

）
こ
の
ほ
か
に
も
第
八
喩
の
持
経
者
第
一
の
文
を
引
用
さ
れ
た
遺
文
と
し
て
『
立
正
安
国
論
広
本
』

（
『
定
遺
』
一
四
六
八
頁
）
、
『
富
木
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
八
一
八
頁
）
等
が
あ
る
。
文
永
元
年

の
『
立
正
安
国
論
』
（
『
定
遺
』
二
一
九
頁
部
分
に
相
当
）
に
持
経
者
第
一
の
文
の
引
用
が
な
い
の

は
、
や
は
り
行
者
意
識
の
有
無
に
よ
る
も
の
か
。
ま
た
弘
安
元
年
の
『
秀
句
十
勝
鈔
』
に
は
「
日
蓮

疑
云
真
言
宗
畏
・
智
・
空
・
法
・
覚
・
証
・
與
伝
教
大
師
末
学
法
華
行
者
四
衆
勝
劣
如
何
」
（
『
定

遺
』
二
三
六
九
頁
）
と
説
示
さ
れ
た
後
に
薬
王
品
十
喩
を
一
々
挙
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
場
合

も
行
者
勝
劣
の
例
証
と
し
て
十
喩
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
な
お
、
仮
に
今
回
の
考
証

が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
断
簡
二
〇
二
（
『
定
遺
』
二
九
二
六
頁
）
お
よ
び
断
簡
二
二
三
（
『
定
遺
』

二
九
三
四
頁
）
の
系
年
は
龍
口
法
難
以
降
と
断
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。


